
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主催： 神戸健康共和会・ 東神戸病院 平和企画プロジェクト 

日 時：９月６日（金）14:30～16:00 

場 所：東神戸薬局（東灘区住吉本町）３階会議室 

 
～ 企 画 内 容 ～ 

①「被爆体験を聞く会」（貞清さんのお話） 

②「2019 原水禁世界大会」参加報告 

③「平和ミュージアム」 見学報告 

被爆された方のお話を聞き

ながら、今一度、平和につい

て考えてみませんか・・・？ 
 

 

★お問い合わせ・お申込み〈東神戸病院 大前・藤本〉 

 igakusei1＠k-kyowakai.or.jp 

QR コードからでも OK！※件名に「被爆体験を聞く会」、 

本文に「名前・学校名。学年・電話番号（当日連絡のつくもの）」 

を御記入下さい。」 

原水爆禁止世界大会とは：1945年 8月 6日に広島、8月 9日に長崎に原爆投下、1954年 3月 1日アメリカのビキニ環礁

による水爆実験により『第五福竜丸』が被爆、計 3 度の被害を受けた。この事で『原水爆禁

止署名』の取り組みが全国に広がり、この国民の声を背景に 1955 年 8月に広島で第 1回原水

爆禁止世界大会が、翌 56年 8月には長崎で第２回原水爆禁止世界大会が開催された。 

            以来、毎年、世界の人々と連携して世界大会が開かれています。今年は長崎で開催されまし

た。東神戸病院からも毎年、職員が参加しています。 

【貞清 百合子（さだきよ ゆりこ）さん】 

～小学 1 年（6 才）の時、広島の爆心地から 1.5

ｷﾛ離れたお寺で被爆し親戚 17 名を亡くす。 

自らの被爆体験を語りつつ、署名行動を通して 

核兵器廃絶を訴えています～ 

「被爆体験を聞く会」：語り部 


